
ボーリ ング柱状図
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ボ ー リ ン グ 名 N o . 2 調査位置 福 岡 市 中 央 区 草 香 江 1 丁 目 北 緯 3 3 ﾟ 3 4 ' 4 3 . 4 "
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調 査 業 者 名
新 地 研 工 業 株 式 会 社
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主任技師 徳 田 充 樹
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表層部は舗装材料であり ，粘土，
砂，礫の混合土が主体である。
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旧表層土にあたり ，粘土と砂との
混合土である。
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河川の堆積土砂である。粗砂から
なり ，透水性が高い。
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粘土と砂が半々程度で混合してい
る。
砂が多く ザラザラしているが，粘
土分は含水量が多く 軟質であり ，
揉むと泥土状になる。
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立性に欠け透水性が高い。
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7. 80mまでは風化しているが，以深
は新鮮な岩である。
岩の区分は軟岩(I )，CL～CM級に相
当する。
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